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た。 子 狐 はび つくりして、 雪の 中に ころがる ようにし 

て 十 来 も 向こうへ 逃げました。 何だろう と 思って ふ 

もみ 

リ 返って 見ました が 何もい ませんで した。 それ は 樅の 

枝から 雪が なだれ 落ちた のでした。 まだ 枝と 枝の 間 か 

ら 白い 絹糸の ように 雪が こぼれて いました。 

間もなく 洞穴へ 帰って来た 子 狐 は、 

「お 母ち やん、 お 手々 が 冷たい、 お 手々 がちん ちんす 

ぬ ぼたんい ろ 

る」 と 言って、 濡れて 牡丹 色に なった 両手 を 母さん 狐 

の 前に さしだしました。 母さん 狐 は、 その 手に、 は I 

I つと 息 を ふっかけて、 ぬく とい 母さんの 手で やん わ 

り 包んで やりながら、 



「もうす ぐ 暖 くなる よ、 雪 を さわる と、 すぐ 暖 くな 

る もんだ よ」 といい ましたが、 か あいい 坊やの 手に 

しもやけ 

霜 焼が できて は かわいそう だから、 夜に なったら、 町 

ま. う 

まで 行って、 坊やのお 手々 にあうよ うな 毛糸の 手袋 を 

買つ て やろうと 思いました。 

ふろしき 

暗い 暗い 夜が 風呂敷 のよう な 影 を ひろげ て 野原 や 森 

を 包みに やって来 ましたが、 雪 は あまり 白い ので、 包 

ん でも 包んでも 白く 浮び あが つ て いました。 

親子の 銀狐 は 洞穴から 出ました。 子供の 方 はお 母 さ 

んの お腹の 下へ はいりこんで、 そこから まんまるな 眼 

を ぱちぱ ち させながら、 あ つ ちやこ つ ち を 見ながら 歩 



底本 ： 「新 美南吉 童話 集」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1996 (平成 8) 年 7 月 S 日 第 ー 刷 発行 

1997 (平成 9) 年 7 月^日 第 2 刷 発行 

入力 ： 大野 普 

校正 " 伊藤 祥 

1999 年 3 月 2 日 公開 

2003 年 2 月 3 日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



